
















































































































































































































空」 「頃は」櫛は」 「降るものは」 「風は」畷は」 「木の花は」 「花の木ならいは」 「草の花は」 「花なき草




































































































































































瞳文類聚』の部（門） 『三巻本 先草子』 肺田本』 『二一-巻Z尽』 『‐ -巻本』
符命（符命） × × × ×
帝王一～四（総載…陳宣帝） × × × ×
后妃（后姻 × × × ×



































































封爵(総載…婦人封尊賢継絶封） × × × ×
治政上下儲政善政…奉使） × × × ×
刑法研ﾘ淘 × × × ×

















草子』 耐田本』 『二十巻 一異9 『十巻本』
武幅帥戦伐） × × × ×















































































食物(食餅肉…酪蘇米酒） × × 飲食24 飲食11
















『藝文類剰の部（門） 『三巻ヌ 典 先草子』 肺田本』 『二一
、F夕
〆 更』 『‐ 一巻Z訓































































－16貝は？ ナシ 宝貨17 珍宝8































もちろん， 「符命部」 「帝王部」｢后妃部」 「儲宮部」 「入部｣， 「封爵部」 「治政部」 「刑法部｣， 「武部｣， 「儀飾
部」など，艤文類聚』のみにあるものも少なくない。ただし『枕草子』では，その一部が他の日記的章段
や， 「もの」型類聚章段，随想的章段で取り上げられている。











































1春は 1 × ×











このように， 「歳陶以外についても， 『枕草子』の「は」型類聚章段は， 『倭名棚以外の要素を持って
いる。池田氏が前掲Bで『古今六帖』との関係で言われた散文の自由（｢和歌として不適切な題目であって
も，散文として十分これを美的に表現し得る自由があった｣）は，類題歌集だけでなく，名詞類聚の辞書
（ただし『口遡などとは異なり官人向けではない）との関係においてもいえるのである。
3.3.前田家本の分類について
最後に， 『前田家本』の分類･排列を見ておきたし＄池田氏はcで「和名抄以後の辞書の体裁にならえる
もの」とも「六条家の清輔・顕昭等の分類，順徳院の御分類等に近いものがある」とも言われていた。
歳時1段～6段「春頃節正月一日夏冬」
天 7段～13段「日月星雲霧風降る物」
地 14段～19段「山峯岡野原森」
水 20段～30段りll淵滝池井湯海浜崎浦島」
居所31段～41段「関駅渡り橋陵里市／屋家夏のしつらひ冬のしつらひ」
寺社42段「社｣，43段「寺」
植物44段～47段「木の花木草の花草」
動物48段～52段「鳥虫馬牛猫
仏神 53段～63段「仏神経陀羅尼陀羅尼読経法華経時修法法師説経師」
人倫64段～68段「雑色・随身小舎人童牛飼女若き人・児どもなど」
官職69段～74段「上達部殿上人受領やどりつかさの権守大夫宮仕へ所」
疾病75段崎」
見物76段「見物」
諸芸77段～87段「舞弾く物吹く物歌歌の題書集物語遊び遊びわざ女の遊
び」
装束87段～95段｢束帯下襲狩衣指貫捜榔毛夏の表着唐衣裳」
服飾・調度96段～107段「扇の骨檜扇織物紋薄様硯の箱筆墨鏡櫛の箱火
桶畳」
31段の｢関｣は『義文類剰では｢地部｣，33段の｢渡り」と34段｢橋｣は縢文類聚』では｢水
部」にある。これらは『倭名抑では， 「剛と同様に「居所部」にある。これらの分類においては， 『蕊文
類聚』からは遠く， 『倭名抄』に近いといえる。
しかし， 『倭名柳とは異なり，木草鳥虫で終らず，人事部を後にまとめている。この早い例としては，
(21）
『万葉集』巻七「雑歌」の「詠天詠月詠雲詠雨詠山詠岳詠河詠露詠花詠葉詠蕊詠
草詠鳥思故郷詠井詠倭琴jがある。また，池田氏ご指摘の清輔の歌学書の一つ『奥義抄』二十三
「物異名付十二月名」も次のような順になっている「日本歌学大系』に拠る)。なお『本朝無題詩』も同様
である。
「天日月雨風霧樹雪落水上雪」 天
「地山峯野河高峯海塩海水海巌道庭水」 地・水
「京平城宮内裏」
「春夏朝時暁」 歳時
、殉
「草壁草花果薦鴬鶴鹿猿蚕蛙蜘蛛」 植物・動物
「神」 神
「帝東宮中宮大臣中少将衛門兵衛男女婦下人賤男盗人」
「別つらき事夢」
「書筆簾和琴酒人形」
「正月～十二月」
なお，清輔の肺歌初学抄』は人事が前にあり， 『綺語抄』も下が「動物部・植物部｣， 『和歌童蒙抄』も
第七「草部・木部｣，第八「鳥部｣，第九「獣部・魚貝部・虫部」となっており，『倭名拠と同じである。
陰文類聚』や伽学制などの類書も同様である。
よって， 『前田家本枕草子』の分類は，縢文類聚』からはかなり遠いといえる。ただし『倭名抄』になら
ったとまではいえず，管見に入った限りでは，清輔『奥義抄」の物名の挙げ方に最も近かった。さらに多
くの周辺の和漢の書と比較・対照し，また各類聚編纂物の性格を考慮することで，分類意識の継承や，そ
の要因を明らかにすることができるだろう。
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